
Interview

― どんな子ども時代を過ごしましたか。  
横浜生まれの横浜育ちです。母がピアノの先生をして
いて、私も３歳ぐらいから本格的なレッスンを受けて
いました。母は私にピアニストになってほしかったんじゃ
ないかな。でも、高校２年生の時に「日本音楽コンクー
ル」に挑戦しようと、夏休みに音大の夏期講習なん
かに行くと、いかに自分が井の中の蛙なのかって自覚
をさせられて…。結局、音大に進む道は断念して、
受験勉強に打ち込み、早稲田大学へ進学しました。
高校では生徒会長も務めました。

― 大学時代に政治家を志したきっかけがあると聞
きましたが…
専攻は政治学科でしたが、もともと歴史はまあ好きか

なといった程度で、必ずしも政治に興味があったわけ
ではないんです。ただ、今、振り返ると、やっぱり学
生時代の人との出会いが私を政治の世界に引き込む
きっかけをつくってくれていて、ひとりは当時参議院議
員で千葉県知事も務めた堂本暁子さん。「女性の政
治家がとにかく少ない。あなたたちも頑張って欲しい」
と激励され、そしてそのつながりで田中秀征先生に門
下生として教えを乞うことができました。
また、大学のゼミの関係で
知己を得た前米沢市長の
安部三十郎さんもそうです。
2度の落選経験を経ながら
も「市民の力」を結集して、
３度目の正直で市長の座を

射止めた諦めない胆力と、草の
根中心の粘り強い運動スタイルは、

私の目指す理想像となっています。

― 3人の子育てはどうですか？
子育ては、過ぎてみれば「あんなこともあったな」と大
抵は良き思い出の１ページになっているんですが、今、
高３の長男は本当に夜泣きがひどくて、当時「孤育て」
になっていた私は、毎晩夜が来るのが怖いくらいでし
た。日中泣くのとはまったく別の狂ったような泣き声が
静けさの中でやたらと響き、抱っこしながら、隣に寝
ている夫を起こさないように気を遣ったものです。こん
な時、夫も「育休」が取れていたら、コミュニケーション
がもっと上手に取れていたかもしれません。ただ2005年
当時の男性の育休取得率はわずか0.5%ほど。2021年
で14%ですから、これは本気で取り組みたい課題だと
考えています。

― お子さんの不登校も経験したとか？
「身体が動きたくないと言っている。」うちの子の不登
校はある朝突然、この一言から始まりました。まさか
この子が、と私も思ったものです。その頃は家全体が
暗くなり、先が見えない不安にさいなまれ、私は母と
して何ができるのだろうか、と自問自答する日々。
幸い、家庭や学校とは関係のない私の友人達から当
時好きだった趣味を褒められて、認められ、世の中
には色々な価値観があることに気が付いたところから、
自信を回復していくことができましたが、当時の孤立
感は今回の挑戦への大きなきっかけにもなっています。

― 「いつでも再チャレンジできる社会へ」のフレー
ズに込めた想いを聞かせてください。
大学卒業が就職氷河期ど真ん中に重なった私たちの
世代は、就職で大変な思いをした人が多かったんで
すよね。そして、私自身、子育てが落ち着いたあと、
もう一度社会に復帰して正規雇用で働こうと思ったと
きに、そのハードルの高さに打ちのめされました。子
育てがひと段落した女性は社会に必要がない、と理
不尽な現実を突きつけられた気がして、愕然としまし

たね。女性の雇用は非正規が多いことも変える必要
がありますし、社会全体が女性のチャレンジを積極的
に後押しできる環境を整えることが必要だと考えていま
す。埼玉県議会では、定数93 議席のうち女性議員は
わずか11名。まずはそこに風穴を開けて、誰もがいつ
でもチャレンジし続けられる社会をつくりたいと考えて
います。

― 埼玉県政で、まずはどんな政策課題に取り組
みますか？
まず、人口10万人あたり最下位の埼玉県の「医師の
数」を増やしたいと考えています。そして今年の 1 月
には、埼玉県内の「救急搬送困難事案」が過去最
高の数字を記録しました。命の危険を感じた万が一
の時に、救急車を呼んでも搬送先の病院が見つから
ないなんて、まさかそんなことが日本で起きているなん
て信じられますか？  この３年間のコロナ禍で、日頃か
ら医療体制や保健所体制をきちんと整備しておくこと
がどれだけ重要か、皆が身に染みてわかっているは
ずです。医療体制の整備は、政治の責任できちんと
行う覚悟です。また、学校給食の無償化にも率先して
取り組んで行きたいですね。

―  最後に「決意」を！
どうせ変わらないだろうというあきらめからは、決して
何も生まれません。「変わらないなら私が変える、あな
たと一緒に変えていく」そんな想いで立ち上がりました。
浦和区から「埼玉県政・新時代！」をつくる覚悟で、
果敢にチャレンジを続けていきます。どうかあなたの声
をお聞かせください。

野本怜子（のもとれいこ）プロフィール

野本れいこの

田中秀征先生とともに

いつも明るく笑う野本れいこが、埼玉県政で新しいチャレンジを始める「原点」とは何か、
どんな想いで歩みを進め、どんな「決意」を胸に秘めているのか、心の内を聞きました。

立憲民主党は、3月31日（金）告示・4月9日（日）投開票の
  埼玉県議会議員選挙（南第9区／浦和区）において、

    野本れいこさんの公認を決定しました。
       ここ浦和から、まっとうな政治を一緒につくります！

 1977年（昭和52年）9月、秩父出身の父と横浜出身の母との間に、横浜市で
生まれる。香蘭女学校中学校・高等学校、早稲田大学政治経済学部 卒業 。
母校の香蘭女学校勤務を経て、子育てに専念した後、民主改革さいたま市議
団で政務調査員を6年半務める。新党さきがけを旗揚げした田中秀征先生主催
NPO法人「民権塾」副理事長。衆議院議員落合貴之 政策スタッフ。
防災士（さいたま市消防団所属）、浦和稲門会。
■趣味：料理・ピアノ（ショパンが大好きです）　■好きなもの：桃、寿司
■家族：夫と一男二女（高３・高１・中２）　　　 ■巳年・B型・天秤座。

立憲民主党埼玉県第1区総支部長
元衆議院議員たけまさ公一

埼玉県政策委員

いつでも再チャレンジできる社会をめざして

野本れいこ

「原点」と「決意」
大学時代はピアノサークル

「ショパンの会」で
スクリアビンにもチャレンジしました。

大学時代はピアノサークル
「ショパンの会」で

スクリアビンにもチャレンジしました。

消防団の一員として
汗をかいています
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